
【調査結果（単純集計データ）】 
（注）回答欄に併記された計数は、断りのない限り、選択肢形式の場合は回答比率（％、小数第２位四捨五入）、数値記

入形式の場合は合計項目の回答世帯を分母とする平均値（単位未満四捨五入、特に断りのない限りゼロは含めない）

を示す。回答ゼロの項目は－で示す。なお、無回答者を掲記していないため、単数回答項目についてその回答比率の

合計は必ずしも 100 にならない。 

＊ この調査では、「金融資産」とは預貯金などの金融商品を指します。詳しくは問３(a)をご覧く

ださい。また、この調査にお答えいただく際には、商・工業や農・林・漁業等事業のために保有

している金融資産や、給与振込、口座振替など、一時的にしか口座にとどまらないような預貯金

は含めないでください。なお、金融資産には、土地・住宅等の実物資産は含みません。 

＊ この調査で「貯蓄する」とは金融資産取得に資金を振りむけることを言います。 

問１ 
 あなたのご家庭では、(a)過去１年間に手取り収入（税引後）の何％（小数点以下は四捨

五入）ぐらいを貯蓄しましたか。 
 また、(b)年間手取り収入のうちボーナスや臨時収入（税引後）からは何％（小数点以下

は四捨五入）ぐらいを貯蓄しましたか。 
 該当する番号に○印をつけてお答えください。 

（記入例） 
例えば、年間手取り収入１００万円のうち 
  ５万円を貯蓄した場合               ５ ％ 
１２万５千円を貯蓄した場合        １ ３ ％ 
      とご記入ください（小数点以下は四捨五入）。 

 
  １ 年間手取り収入の     9   ％ぐらいを貯蓄した。 65.4 
(a)     
  ２ 年間手取り収入から貯蓄を全くしなかった。 29.0 
     
  １ ボーナスや臨時収入の  1  7   ％ぐらいを貯蓄した。 34.9 
     
(b)  ２ ボーナスや臨時収入から貯蓄を全くしなかった。 20.3 
     
  ３ ボーナスや臨時収入がなかった。 39.6 
（注）問 1(a)の 1 および(b)の 1 に示す割合は、貯蓄しなかった世帯を含む平均割合。また、欄外に記した数

値は、各選択肢への回答率を表す。 

問２ 
(a) あなたのご家庭では、現在、金融資産を保有していますか。（○は１つ） 

１ 金融資産を保有している。 71.4  

２ 金融資産を保有していない。 28.6  

 

【 (a)で２と回答した方にお聞きします。】 

(b) 銀行等の預貯金口座、または証券会社等の口座をお持ちですか。（○は１つ） 
（注）銀行等には、ゆうちょ銀行、信金・信組、農協・漁協などの金融機関を含む。 

 

１ 口座を保有している。 84.3 

２ 口座を保有していない。 11.5 ２３ページ問４へ 
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【 問２(a)で１と回答した方にお聞きします。】 
問３ 
(a) あなたのご家庭では、現在の金融商品別残高（現金を除き、外貨建金融商品を含めま

す）およびその合計額はどのくらいですか。（ゼロの場合は「０」を記入） 
 現在の残高 記入に当たっての注意  

億 千万 百万 十万 万円

預貯金 
  

6 3 

ゆうちょ銀行の貯金、外貨預金（円換算額）を含

みます。 5
85.4

うち決済用

預金 

  

1 0 4
当座預金と利息のつかない普通預金。振替口座の

預り金（ゆうちょ銀行の場合）。 

1 

うち定期性

預貯金 

  

3 8 5 期間の定めのある預貯金。 

40.9

58.9

2 金銭信託・ 

貸付信託 

  

 1 0

 

ビッグ、ヒット、スーパーヒットを含みます。 

 
2.0

3 生命保険 

  

2 0 0

これまでに払い込んだ保険料の総額。外貨建分

（円換算額）を含みます。ただし、既に給付を受

けた分や掛け捨ての保険、年金型商品は除きま

す。 

52.5

4 損害保険 

  

 3 1

これまでに払い込んだ保険料の総額。ただし、既

に給付を受けた分や掛け捨ての保険、年金型商品

は除きます。 
20.1

5 個人年金保険 

  

 6 7

これまでに積み立てた掛け金の総額。外貨建分

（円換算額）を含みます。ただし、既に給付を受

けた分や厚生年金、国民年金、公務員共済など公

的年金および確定拠出年金の掛け金は除きます。

23.0

6 債券 

  

 3 4

時価〈現在の相場〉で記入してください。不明な

ら額面でもかまいません。外貨建分（円換算額）

を含みます。 
7.2

7 株式 

  

 7 6

従業員持株制度による株式、外貨建分（円換算

額）を含みます。時価〈現在の相場〉で記入して

ください。 
22.9

8 投資信託 

  

 5 5

時価〈現在の相場〉で記入してください。不明な

ら額面でもかまいません。MRF(ﾏﾈｰ･ﾘｻﾞｰﾌﾞ･ﾌｧﾝﾄﾞ

〈証券総合口座用ﾌｧﾝﾄﾞ〉)、MMF（ﾏﾈｰ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ･

ﾌｧﾝﾄﾞ）、REIT(不動産投資信託)および外貨建分

（円換算額）を含みます。 

14.4

9 財形貯蓄 

  

 2 9

 

一般財形、財形年金、財形住宅の合計額。 13.0

10 その他 

金融商品 

  

 1 3

抵当証券、金貯蓄口座など。また、オプション取

引や先物取引などの金融派生商品。外貨建分（円

換算額）を含みます。 
3.5

億 千万 百万 十万 万円

合計（1～10 

の総計）  1 1 5 0

 

金融商品別残高（1～10）、合計のいずれにおい

ても、外貨建金融商品（円換算額）を含みます。

 

100.0

       

億 千万 百万 十万 万円＜参考＞ 

確 定 拠 出 年 金

（個人型） 

  
5 7 5

国民年金基金連合会に申し込んだ個人型年金（企

業型年金は該当しません）で、これまでに拠出し

た総額。上記の 1～10 の金額には含みません。  
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【 外貨建金融商品を保有しているご家庭にお聞きします。】 
(b) (a)でお答え頂いたもののうち、現在、保有している外貨建金融商品の残高(記入時点

の為替相場による円換算額)を下表にご記入ください。(ゼロの場合は「０」を記入) 
 億 千万 百万 十万 万円  

 現在の外貨建金融商品残高合計 
  

4 1 5   

（注） 問３（a）に示す平均残高については、金融資産を保有しない世帯およびゼロと回答した世帯を含む平均値。欄外

に記した数値は、合計項目ないしいずれかの商品項目に金額回答した世帯の全数を分母とし、各商品の金額回答世帯

を分子とする保有率（％、小数点第２位四捨五入）を示す。また、「（参考）確定拠出年金」および問 3(b)「現在の

外貨建金融商品残高合計」については、金融資産保有世帯のうち、各項目の金額回答世帯の平均値。 

【 全員にお聞きします。】 
問４ 
 あなたのご家庭では、保有する金融商品を決める場合に、どのようなことに も重点をお

いて選んでいますか。（○は１つ） 

１ 利回りが良いから。  13.8 

２ 将来の値上がりが期待できるから。  4.9 

３ 元本が保証されているから。  30.3 

４ 取扱金融機関が信用できて安心だから。  17.6 

５ 商品内容が理解しやすいから。  2.2 

６ 現金に換えやすいから。  4.6 

７ 少額でも預け入れや引き出しが自由にできるから。  19.0 

８ その他  5.4 
（注）「金融資産を保有している世帯」における比率。 

問５ 
（a） 運用していた資金が元本割れした経験はありますか。（○は１つ） 

１ 元本割れの経験がある。 27.7  

２ 元本割れの経験はない。 66.8  

【 (a)で１と回答した方にお聞きします。】 

（b）  あなたのご家庭では、元本割れという運用結果について、どのようにお考えですか。 

（○は１つ） 

１ 自分の相場についての予想が外れたのであるから、それは仕方がない。  68.5

２ 自分が相場の変動によって元本割れするリスクをよく理解していなかっ

たのであるから、それは仕方がない。 
 18.4

３ 相場の変動によって元本割れするリスクを金融機関が十分に説明しなかっ

たためだ。 
 8.4

 3.2４ 著しい誤解を招く広告、勧誘を金融機関から受けたためだ。 
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【 全員にお聞きします。】 
問６ 
 あなたのご家庭では、現在の金融資産残高は１年前と比べて増えましたか、あるいは減り

ましたか。（○は１つ） 
（注）「金融資産を保有している世帯」における比率。 

１ 増えた。 21.3  

２ 変わらない。 35.9  

３ 減った。 40.5  

 増えた割合、または減った割合を以下にご記入ください。 

  増えた割合は、約  2.0  割 

  減った場合は、約  2.7  割 

 

問７ 
【 問６で１と回答した方にお聞きします。】 

(a) 「増えた」理由は何ですか？（○はいくつでも）            

１ 定例的な収入が増加したから。   37.7

２ 定例的な収入から貯蓄する割合を引き上げたから。    34.9

３ 配当や金利収入があったから。      5.0

４ 土地・住宅等の実物資産の売却による収入があったから。     2.1

５ 相続､退職金等による臨時収入があったから。   7.4

６ 株式、債券価格の上昇により、これらの評価額が増加したから。   1.4

７ 扶養家族が減ったから。     5.5

８ その他     19.7
   

【 問６で３と回答した方にお聞きします。】  

(b) 「減った」理由は何ですか？（○はいくつでも）              

次ページ問８へ 

 43.3１ 定例的な収入が減ったので金融資産を取り崩したから。   
  7.7２ 土地・住宅購入費用の支出があったから。         
  29.1３ 耐久消費財（自動車、家具、家電等）購入費用の支出があったから。  
  24.0４ こどもの教育費用、結婚費用の支出があったから。   
  10.2５ 旅行､レジャー費用の支出があったから｡   
  29.0６ 株式、債券価格の低下により、これらの評価額が減少したから。    
  4.1７ 扶養家族が増えたから。    
  13.9８ その他    
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【 全員にお聞きします。】 

問８ 
  あなたのご家庭では、どのような目的で金融資産を保有していますか。 

（○は３つまで） 

１ 病気や不時の災害のときに備えるため。  68.2

２ こどもの教育資金にあてるため。  30.2

３ こどもの結婚資金にあてるため。  7.3

４ 住宅（土地を含む）の取得または増改築などの資金にあてるため。  13.9

５ 老後の生活資金にあてるため。  65.3

６ 耐久消費財（自動車、家具、家電等）の購入資金にあてるため。  16.0

７ 旅行、レジャーの資金にあてるため。  13.4

８ 納税資金にあてるため。  6.0

９ 遺産として子孫に残してやりたいから。  6.0

10 とくに目的はないが、金融資産を保有していれば安心なため。  23.1

11 その他  3.5
（注）「金融資産を保有している世帯」における比率。 

 
問９ 
 あなたのご家庭では、将来、遺産（不動産などの実物資産を含む）をどのようにしたいと

思いますか、一番近い考え方をお選びください。（○は１つ） 

（注）こどもが現在いない場合でも、将来の予定を考えてお答えください。 

１ 自分たちの老後の世話をしてくれるならば、こどもに財産を残してやりたい。  19.0

２ 自分たちの家業を継いでくれるならば、こどもに財産を残してやりたい。  2.7

３ 自分たちの老後の世話をしてくれるかどうかや、家業を継いでくれるかどうか

等に関わらず、こどもに財産を残してやりたい。 
 44.5

４ 自分たちの財産をこどもが当てにして働かなくなるといけないので、困ってい

る人や社会・公共の役に立つような使い道を考えていきたい。 
 0.7

５ 財産を残すこどもがいないので、自分たちの財産については、困っている人や

社会・公共の役に立つような使い道を考えていきたい。 
 0.6

６ 財産を残すこどもがいないうえ、自分たちの人生を楽しみたいので、財産を使

い切りたい（使い切れずに財産を残すことはある）。 
 4.7

７ こどもはいるが、自分たちの人生を楽しみたいので、財産を使い切りたい（使

い切れずに財産を残すことはある）。 
 14.1

８ その他  12.4
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問１０ 
 あなたのご家庭では、現在どのくらいの金融資産残高を目標にしていますか。下表に数値

をご記入ください。（ゼロの場合は「０」を記入） 
 
  億 千万 百万 十万 万円

 
金融資産目標残高 

 
2 3 5 5

 
問１１ 
 あなたのご家庭での金融商品の保有希望について、お聞きします。今後、１～２年の間に

保有額を増やしたり、保有を始めてみようと具体的に考えている金融商品があれば、その番

号に○印をつけてください。（〇はいくつでも） 
 

１ 預貯金（ゆうちょ銀行の貯金を含む） 54.7 

1.1 ２ 信託（ヒットなど） 

7.3 ３ 積立型保険商品（生保･損保） 

9.3 ４ 個人年金保険 

3.8 ５ 公共債（国債など） 

0.7 ６ 公共債以外の債券（社債など） 

6.3 ７ 株式 

1.7 ８ 株式投資信託 

1.3 ９ 公社債投資信託（ＭＭＦなど） 

2.9 10 外貨建金融商品（外貨預金、外債、外貨建投信など） 

0.7 11 不動産投資信託 

33.6  12 保有希望はない 

 

問１２ 
 あなたのご家庭では、元本割れを起こす可能性があるが、収益性の高いと見込まれる金融

商品について、今後１～２年の間にどのくらい保有しようと考えていますか。 

（○は１つ） 

１ そうした商品についても、積極的に保有しようと思っている。  1.3 

２ そうした商品についても、一部は保有しようと思っている。  13.9 

３ そうした商品を保有しようとは全く思わない。  82.9 
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問１３ 

 
（a）  あなたのご家庭では、日常的支払い（買い物代金等）について、金額に応じて資金

決済手段をどのように使い分けていますか。金額ごとによく利用している決済手段を

選んでください。（○は２つまで） 

 

  現金 
（紙幣およ
び硬貨） 

クレジット 

・カード 

電子マネー 
（デビット・ 
カード含む） 

その他 

1,000 円以下 ⇒ 87.9 4.0 6.0 0.6 

1,000 円超 5,000 円以下 ⇒ 83.4 15.7 4.1 0.4 

5,000 円超 10,000 円以下 ⇒ 75.7 26.2 2.4 0.6 

10,000 円超 50,000 円以下 ⇒ 60.1 44.8 1.6 1.3 

50,000 円超 ⇒ 48.6 51.1 1.2 3.4 

 

（b）  あなたのご家庭では、定期的な支払い（公共料金等）の資金決済手段として、 近

ではどのようなものを主に利用していますか。 

（○は２つまで） 
 

１ 現金（紙幣および硬貨）  33.4 

２ クレジット・カード  24.0 

３ 電子マネー（デビット・カード含む）  0.5 

４ 口座振替  83.0 

５ その他  0.6 

 
（c）  あなたのご家庭では、現金（注）の残高は平均してどのくらいありますか。（ゼロの

場合は「０」を記入） 

（注）金融機関等に預けていない、ご家庭内にある現金（紙幣、硬貨）のこと。 

   

 百万 十万 万円 

  1 8 
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問１４ 
 あなたのご家庭では、現在、借入金はありますか。ただし、月賦払いの未払金やリボルビ

ング方式（注）による未払金は対象に含め、１～２か月後に決済するクレジットカード利用ツ

ケ買いによる未払金は除きます。（○は１つ） 

（注）リボルビング方式とは、あらかじめ設定した借入金額の利用限度枠内であれば何回でも利用

でき、 初に決めた一定額を毎月、返済する借入方式のこと。 

１ 借入金がある。 39.9  

２ 借入金がない。 59.3  次ページ問１７へ 

【 問１４で１と回答した方にお聞きします。】 

問１５ 
 現在の借入金残高とそのうちの住宅ローン残高、および新規借入額、年間返済額をご

記入ください。（ゼロの場合は「０」を記入） 

  億 千万 百万 十万 万円  

 現在の借入金残高合計  1 4 2 0  

 うち住宅ローン残高  1 2 7 5   

  億 千万 百万 十万 万円  

新規借入額  1 1 1 4   

年間返済額   1 2 4   

問１６ 
 あなたのご家庭では、どのような目的で借入れを行いましたか。次のうちから借入目的

を選び、該当する番号に○印をつけてください。（○は３つまで） 

 

１ 医療費や災害復旧資金にあてるため。  2.5 

２ こどもの教育、結婚資金にあてるため。  13.1 

３ 住宅（土地を含む）の取得または増改築などの資金にあてるため。  65.1 

４ 日常の生活資金にあてるため。  10.6 

５ 耐久消費財（自動車、家具、家電等）の購入資金にあてるため。  22.5 

６ 旅行、レジャーの資金にあてるため。  1.5 

７ 株式等金融資産への投資資金にあてるため。  0.3 

８ 土地建物（マイホームは除く）等の実物資産への投資資金にあてる

ため。 
 4.1 

９ 相続税対策のため。  0.9 

10 その他  11.3 

 

※左表の「新規借入額」は
新規借入額のある世帯の
み、「年間返済額」は年間
返済額のある世帯のみを対
象とする平均値。 

※左表の「現在の借入金残
高合計」および「うち住宅
ローン残高」は、借入金残
高がある世帯のみを対象と
する平均値。 
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【 全員にお聞きします。】 

問１７ 
（a） あなたの現在の家計全体のバランスについて、以下の中から も近いものをお選び

ください。（○は１つ） 

 

１ 住宅ローン等の借入れに比べ、資産（持家および金融資産等）の総額は

時価で見て大きいので、資産と負債のバランスにはゆとりがある。 
5.7

２ 住宅ローン等の借入れがあるものの、資産（持家および金融資産等）の

総額も時価で見てそこそこあるので、資産と負債のバランスについて不

安はない。 

9.8

３ 住宅ローン等の借入れに比べ、資産（持家および金融資産等）の総額は

時価で見て小さく、資産と負債のバランスに不安を抱えている。 
15.3

４ 資産と負債のバランスについては、意識したことがない。 63.6
 

（b） 家計は、消費支出の増減、金融資産の増減、土地・住宅の購入・売却、借入の増加

や返済、収入の増減といった要素で成り立ちますが、あなたの過去１年間の家計の運

営について、以下の中から も近いものをお選びください。（○は１つ） 

 

１ 思ったより、ゆとりのある家計運営ができた。 5.2

２ 思ったような家計運営ができた。 24.4

３ 思ったより、家計運営は苦しかった。 51.3

４ 家計運営については、意識したことがない。 17.6
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問１８ 
(a) あなたのご家庭では、将来のことを考えて生活設計を立てていますか。 

（○は１つ） 

 

１ 生活設計を立てている。 37.6  

２ 現在生活設計を立てていないが、今後は立てるつもりである。 41.5  

３ 現在生活設計を立てていないし、今後も立てるつもりはない。 19.2  

 

次ページ問１９へ 

 【 (a)で１と回答した方にお聞きします。】 

（b） 何年くらい先まで考えて生活設計を立てていますか。（○は１つ） 

 

１ １～２年先まで  7.6 

２ ３～５年先まで  24.8 

３ １０年先まで  37.1 

４ ２０年先まで  13.9 

５ ２０年以上先まで  12.9 

 

（c） あなたのご家庭では、生活設計と一緒に、将来の必要となる資金を貯める運用計画

まで立てていますか。（○は１つ） 

 

１ 資金計画を立てている。  48.4 

２ 現在は資金計画を立てていないが、今後は立てるつもりである。  35.8 

３ 現在資金計画を立てていないし、今後も立てるつもりはない。  14.6 
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